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c-1・24 使用前点検済み人工呼吸器の保管期間が

回路内清浄度に与える影響

(滅菌法と消毒法の比較)
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[背景・目的]

人工呼吸器と呼吸回路の滅菌消毒、準備方法

は各施設によって多種多様である。1)当施設で

は再使用型呼吸回路を接続し、使用前点検を終

えた呼吸器を院内貸出し用として準備している。

しかし保管期間が回路内の清浄度に与える影

響についての報告はなく未確認であるため滅菌

法と消毒法2) とで検討した。

[実験回路]
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[方法]

1)滅菌法 :高圧蒸気滅菌 82分工程 121 'c 

71:1保管群 12例

35日保管群 12例

2)消毒法:ウォッシャーディスインフ ェク タ一

部分工程 93'C

7日保管群 12例

35日保管群 12例

[手順]

①.滅菌または消毒済みの呼吸回路を人工呼吸器

に接続(温度プローブはアルコール綿清拭)

②.使用前点検を施行(回路漏れ点検・機能点検・

10分間の駆動点検)

③ 空調設備で室温26::1:1 'c 湿度40::1:15%で

保管管理

④ 7日間、 35日間の保管後、各回路内を生理食

塩水 IOOmlで洗浄し採取

⑤.4000rpm、10分間の遠心分離後に血液寒天培

地と液体培地で35'C、 48時間の細菌培養

[考察・今後の課題]

滅菌法、消毒法ともに35日までの細菌培養結

果は、すべて陰性で差を認めなかった。

今回の費用比較は滅菌工程、消毒工程に対し

てのみを算出した。 しかし滅菌法は、汚染レベ

ルを低下させるために滅菌工程の前処理として、

さらに洗浄または消毒[程を必要とする。一

方、 当検討で141し、た消毒j去は洗浄と消毒工程を

含んでいるため|干21時111]と費削を、今川仰が し

た結果よ りもさらに抑制lできると考える。

また、今回はIfij1久性能について検，:-1しておらず、

滅菌工干日 と消毒J~程の違いに よ って呼吸 1111路が

どの程度まで耐えられるのか、耐久性の検討を

今後の課題としたし、。

[結語]

呼吸回路を人工日乎吸器に 7日間、35日関連続

的に接続保管しでも回路内の清浄度は保たれる。

消毒法は滅菌j去に比べて施行l回の費用を231

円低く抑えることができる。
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滅菌法 滅菌法 滅菌法 滅菌法

n=12 n=12 
7 水道 875円 水道 47円

日 寒天培地 液体培地 寒天培地 液体培地 電気 57円 電気 334円
保

管 陰性 陰性 陰性 陰性
50cm滅菌袋 490円 50cm滅菌袋 490円

洗剤 160円

n=12 n=12 防錆剤 160円
35 
寒天培地 液体培地日 液体培地 寒天培地

イ果
計1，422円 計1，191円

管 陰性 陰性 陰性 陰性
結果2 滅菌法と消毒法の費用比較

結果 l 滅菌法と消毒法の培養比較


